
２０１８年３月９日 

昭和電線ホールディングス株式会社 

 

東日本大震災から７年 

－災害に対する昭和電線グループの取り組み－ 

 

３月１１日は東日本大震災の発生から７年になります。あらためて、災害により亡くなられた方々の

ご冥福を謹んでお祈りするとともに、被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

 

昭和電線グループは社会インフラ構築の一翼を担う企業として、様々な災害による被害に対して

防災や減災のための製品開発を推進しております。 

自然災害が頻発する昨今、とりわけ多くの人命や社会・生活基盤に甚大な損失をもたらす地震に

対して、昭和電線グループでは免震技術のパイオニアとして、今後も微力ではございますが防災や

減災に対する技術向上に努め、社会と皆様の生活の安全と安心に貢献してまいります。 

 

                      昭和電線ホールディングス株式会社 

取締役社長 中島 文明 
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